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1968年

日野市章は、日野の日の字を丸くし

て、炎の如く燃えさかり発展して行

〈様を象徴している。
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発刊にあたって

日野市は、昭和38年11月3日市制を施行して今年でちょうど 5周年を迎え ました。この問、人口集中の激流の中にあっ て

先輩各位の積み重ねられた、ご努力と市民の皆さまのご協力により、力づよく そして117実に歩みつづけ都市的形態を充実し

てまいりましたが かつては“生産の地"と呼ばれた工業、農業等の生産面の特色は次第に うすれ、 10年後には人口20万

の住宅都市となることが予想きれます。今後は既成都市に見られる雑乱過密を未然に食い止め、緑の多い美しい住みよい

都市を建設するため「基本的総計画」を立て、それに基づいて年次的に計画的に土地利用と街づくりをし、新しい近代的

社会を形成して行こうとしております。そのために日野市は市民のもの、 市民の千で"1を作っ て行くという趣旨のもとに
市民運動をより一層盛上げたいと考えております。このためには、今日ま で歩んできた経過と現在のありのま、の姿を知

って頂くこ とが何より大切であると存じます。

ここにお とどけする市勢要覧は、市制施行 5周年に際し、現在の日野市の現状と、 "ifHl]後 5年聞の資料を中心に収録した
もので、皆様に、ご一覧いたゾき、当市の実状をご理解いたゾくう えにお役にたてば幸いです。

昭和 43{r-11月 3 日

ロ ~tマム プj7ム μ4 
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日野という名の起りは、いろいろの説

があるが、武蔵名所図絵によると、日野

台あたりの地を多摩郡石津郷飛火野と呼

んだとある。この飛火とは「のろし」 の

ことで国府が置かれた時代にのろし台が

設けられ、和銅年間(文武天皇1250年前)

諸国の地名は嘉字二つを選んで名づけよ

とあって、これが火野となり、のちに日

野と改めたと言われている。

明治維新の大業により、江戸は東京と

改まり首都となった。この頃から甲州街

道は日ましにせわしくなり、当時は旅館

十余軒、多摩川の渡船場をもっ宿場町と

して栄えた。

この頃は、行政上の区域や管轄が幾度

となく変ったが、明治34年に桑田村を合

し、旧日野町が形成された。

一方旧七生村は、明治22年の村政施行

に際し、高幡、南平、平山、 程久保、

沢、落川、百草の 7ヶ村と飛地 と合わせ

て七生村となった。

地域発展の足がかりを な したLjl武鉄道

(現在の国鉄中央本線)は明治23年に新宿

~八干子聞が開通し 、また一級 |主!道20~

線(甲州街道)の立川と日 野を結ぶ日野

橋は、大正15年に架橋された。一方大正

14年には旧七生村を東西に貫通する玉南

鉄道(現在の京王帝都電鉄)が開通した。

明治、大正、昭和の初期までは農業を

中心に繁栄し、それだけに人口は自然増

加のみの時代であったが、昭和10年頃を

契機として機械工業の進出が相つぎ、戦

前10指に及ぶ工場が設立され、久しく静

寂を保っていた農村は、工業都市へと様

相を変えてきた。戦後の国内経済復興に

つれ、立地的に恵まれている当地へは、

大小合わせ70社の工場が設立され、これ

に伴い人口は年々増加し、昭和33年 2月

1日、日野と七生村は両住民の合意、によ

り合併、人口27，818人の新日野町が誕生

した 。

この頃より東京都における人口の重心

は三 多摩地域へと移動し、 23区に隣接し

た市町をはじめ、国鉄沿線について特に

明加傾向が強くあらわれた口

当市も新町誕生と同時に開発された多

摩平団地を始め その他10指に余る集団

住宅の開発等によって人口は飛躍的に増

加し、昭和38年11月3日、都下12番目、全

3D559番目の市として「日野市Jが誕生した〈

その後も、住宅団地等の開発により人

口は増加の一途をたどり、市では都市計

画 に基づく反画整理をはじめ、上水道の

全地域給水、環境整備、商工業の発展、

交通通信施設の完備、教育、文化、福祉

施設等の拡充を図り、文化的都市造りの

ために遁進している。



位置

日野市は東経139度 21分~139度26分、

北緯35度38分~35度41分、東京都政区域

の西南部で都心より35kmの地に位し、北

は多摩川を隔て昭島市、立川市、国立市、

府中市に、西は八王子市、南は多摩丘陵

を境として八一干ー子市、多摩町に相接して

いる。

面積及び地勢

面積は27.11km2 で、東西に7.5km、南北

に5.85km 。沖積土からなる平坦地が開け

ているが、西北部は洪積土による台地が

形成きれ、南部は標高 105mの多摩丘陵

があり武蔵野の風景を一望のうちに収め

ることカfて、、きる 口

西北部の台地は昭和10年頃より大工場

が進出し、 一大工業団地を形成している

が、近年、住宅団地の開発も著しく、日

本体宅公団が手がけた多摩平団地は日本

有数の大団地として知られている

市内のほぼ中央を貫流する浅川及び北但Ij

を西から東へ流れる多摩川の両河)11は、

市の東南端に於いて合流し、この流域に

豊沃な水団地帝があり都下有数の穀倉と

して知られている。

西多摩郡

工!?///2l
a 北多摩郡

--__ 、-------- 中央線

南多摩郡

¥〆V
神奈川県

~/ 
N

ネ十
都区内

本市の位置

多摩丘陵より市内を望む
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総人口・…・・78，571人

女
(38，049人)

四

1
1
1
1
口

口

口

口

口

口

一

男
(40，522人)

年令別人口ロ
現在に至るまでの人口の推移をみると大きくわけで三つの段階が指適で

きる。つまり第一段階では、それまで定着状態を続けてきたものが、昭和

10年頃からの大工場の進出に起因する日野台地区を中心とした開発をあげ
ることができる。第二段階は、旧日野町と|日七生村の合併による人口の増

加であり、第三段階は、日本住宅公団による多摩平団地の造成を契機とす

る周辺地域の宅地造成、並びに昭和40年を境とする一 連の丘陵地帯の諸国

地の増成に伴う人口増加である。躍進する日野市の基点を、市制施行年の

昭和38年 1月 1日として、この人口を 100とした場合、その指数は、 152.2

となり、最近 5ヶ年聞の人口の伸びは、 26，946人となる。
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市政の



執行機関

市のしごとは市民生活のあらゆる部門にわたっています。

市のしくみ、しごとを区分すると、市民に選出きれた市長と

その補助職員(執行機関)および、市民に選出きれた議員で構

成されている市議会(議決機関)によって市政が運営されて

それぞれ市民生

います。

また、このほか各種行政委員会があって、

活向上のため民主的に運営されています。
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行政委員会

本市の行政委員会は、教育委員会、農

業委員会、選挙管理委員会、監査委員の 4

つがある 。 これら委員会は、特定事務の

より公正な執行を確保するため一般の行

政機関から独立した地位を与えられた合

議制(監査委員については独任制)の執

行機関である。

教育委員会「←教育長 1名、教育委員
I 4名
」事務局

農業委員会ーァ選挙による委員16名、

l推せんによる委員 4名
」事務局

選挙管理委員会ァ委員 4名(補充員 4名)
」事務局

監査委員ーァ委員 2名(知識経験者

I 1名、議員選出 1名)
」事・務局

L 

(S43. 9. 1現在)

総職員数

696 

男

4 0 7 (58%) 

(12%) 

吏員 吏員雇員他吏雇員他

3 9 45 員 32 
1 6 8 (43%) 2 2 2 (57%) 1 0 8 (69%) 

(46%) (54%) 11 に
'U・11

(注)A 議会事務局職員 9人 B 各種行政委員会 l出
“市では常に事務能率の向上をはかっています “市民も自らの生活を守るため努力しています“

機動力をはっきする浄書印刷室 交通安全を願う市民運動

8 



関

市議会は合議制による市の意思決定機

関であり、本市においては30名の議員で

構成きれている 。

機決議

議会は毎年 4回の定例会と、必要に応

じ臨時会が開催される 。

市議会には条例により、総務、文教、厚

生、産業建設の 4つの常任委員会が設け

られており、その部門に属する案件の調

および議案、請願等の審議を行ない査、

ます。

また特定の案件を審査するため設けら

れる特別委員会は、その案件の審査が終

了するまで存続する委員会で、現在、都

水道の特別委員会があります。

市議会
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財 政

市行政の能率的、効果的な運営は、健

全なる財政計画のもとに、その目的を遂

行しなければならないが、本市の財政計

画も最小の経費で最大の効果を得るべく

市行政の健全化、近代化を推進し、漸次

整備きれている現状である。

急激に発展し続ける本市の財政規模は

行政分野の拡大に伴い、増大の一途をた

どり、昭和43年度の予算総額は32億1，225

万円余で、市制施行をした昭和38年度の

31音5虫におよんでいる。

今年の一般会計予算にあっては、従来の

教育、土木事業を柱に、民生、福祉方面

に一段 と力を注ぎ、明るい健康都市をめ

ざした積極的な予算化を図っている。

一般会計決算額

および市税の推移

(単位・・・・・・千円)
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昭 和43年度一般会計予算(当初〉

市税 62.9%

使用料及び

手数料 2.6%

一般会計決算額の増加指数 市税の増加指数 会計別の当初予算額(昭和嶋年度)

年度 指数 年度 指数 区分 予 算 額

昭和 33 100 昭和33 100 一般会計 19憶 7千078万 9千円
3 4 131 3 4 121 

特別会計 12億 4千147万 0千円
3 5 171 3 5 158 

3 6 227 3 6 209 国 イ呆 1億 4千562万 8千円

3 7 297 3 7 258 都市計画 4億 6千500万 O千円

3 8 409 3 8 305 下水道 1千382万 4千円
3 9 450 3 9 382 

病 院 1億 9千245万 6千円
4 0 615 4 0 464 

上水道 4憶 1千876万 8千円
4 1 680 4 1 555 

4 2 856 4 2 686 農業共済 579万 4千円

4 3 938 4 3 768 計 32億 1千225万 9千円 公債費 3.3%
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広報・公聴

本市の広報活動は、広報紙、広報車、

掲示板等を媒体として、市政の動向につ

いて広く市民 に周知している 。

唯一の広報機関紙「日野市広報」は、

1日と 15日の月 2回発行で、新聞折込み

により全世帯 に配布している 。

一 方公聴活動は、 市民の間に潜在する

苦情、意見、相談を適確、容易にくみと

り市政に反映させるため、市民相談室と

「市民の芦も制度を採用している。

また、茶の聞の市政案内係として「市

民便利帳」を発行、全世帯に配布してい

る。

公聴活動
般市民相談............48 1 

法律相談............19 6 

人 権 相 談・・・・・・・・・・・・・・・ 4 5 

行 政 相 談・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
交通事故相談..................5

市民の意見を聞 く 会・・・・・・・・・・・・ 206
「市民の声」処理カード収録・・・・・・・・・・..38 3 

(※42年度実績)

選 挙

一

民主政治の発展のためには、選挙が明

るく正しく行なわれなければならない。

当市選挙管理委員会では、 「明るく正

しい選挙」をめざし、棄権のない清い選

挙の管理と執行、また選挙に対する自覚

の啓発につとめている。

11 

|市民相談の種類

I U 一般市民相談 l
I J 法 律相談|
行政相談|

人権身の上相談

A袖
選挙人名簿登録者の推移
l， z作 釘
年分 ~J -1;; ，d 附 勺

! 且(JJUE日)

37"1' 14.88919，19530，084 12J[20日

38'1' 16，55916，70633，264 

39'1'. 19，48318，81438，297 

40'1' 22，578 21，420 43，998 

41'ド 25，47224，22349，695 llJll日

42'1ョ 27，887 26，536 54，423 9 FI30日

4311' 28.990 27，618 56，608 9月30日

昭和43年7月1日執行
参議院議員選挙投票状況

棄権者

I;._' 

t生票14'(36， 986人)

L........ 67，98% (17，424人)

9，086 8，338 
18，668人 18，318人人人
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学校教育 児童生徒数の推移

(各年とも 5月 1日現在)
8 

本市は、毎年多額の費用を投じ施設

設備、教育内容の充実に力を注いでおり

東京都でも有数の教育尊重の市として注

目きオ工ている。

学校姉設は、急激な人口増に対処する

ため、小学校 2校の新設をはじめ、小中

学校の増改築は過去 9年間で約20，000m2

また、立川、横田両基地に離着陸する航

空機の騒音防止対策として昭和36年以降

防音工事に着手し、現在までに2万 m2以

上を鉄筋防音校舎に改築した。このほか

学校プールは全校設置が完了し、屋内体

育館も、中学校は昭和40年度で全校の整 1 

備を終り、 41年度からは小学校の整備に千人

7 

6 

5 

4 

3 
..ーー『・‘ー』
1-、~・回目......-...
中学校生徒

2 

干、 O
入り、すでに 2校が完成した。」のょっ 38 39 40 41 42 43 

にして今や、社会増による教室不足解消 年

事業を中心とした中で、屋内体青館その他の各種施設の充実や環境整備

に力を注ぐと共に 教育内容の充実のため努力している。

第三小学校
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学年別児童、生徒数(附143年 5月印刷コ)
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377人 JU | 808人
男女

361人 770人
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500 1，000 1， 500 0人

第一小学校



児童生徒の体位 (昭和42年 5月1日現在)

5 

4 

〔体重〕

、
〔身長)

3寸
、、
¥一一女子

2斗 県平 女子 2-j 
、

1-1 JF  1 

11山.長:Jj-u r;-JjrI  

~ 

-1 
全国平均

1年 2年 3年

(中学校)

学校給食

小学校においては昭和32年、 1小、 2小、 3小、 33年に 4小に、ま

た昭和34年に 5小、潤徳小、平山小、きらに昭和40年に新設された 6

小に完全給食 5日型(パン、ミルク、おかず)が始められ、現在全校

に完全給食を実施している。

一 方、中学校については、昭和38年 10月からミルク 50%、脱脂粉乳

50%の混合乳によるミルク給食が全校実施され、これが、 40年 6月に

は牛乳に切りかえられ現在に至っている n

唱
E
A

全国平均

cm /学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年

(小学校) (中学校)
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幼児教育

幼児期における教育の重要性について

市民の認識が深められるとともに市立幼

稚園の要望が強くなり、昭和40年度には

第一幼稚園と第二幼稚園を開設したが、

なお収容力が不充分のため、昭和41年度

に第三幼稚園を設置した。

市立幼稚園の設置状況(昭和43年 9月1日現在)

名称 所在地 設置年月日
学級
定員

数

日野市立 多摩平 昭和40年
7 280 

第一幼稚園 4丁目3番地 4月1日

日野市立 平山 昭和40年
3 120 

第二幼稚園 135番地 4月1日

日野市立 日 野 昭和41年
4 160 

第三幼稚園 2，800番地 4月1日

教職

員数

12 

7 

8 

16 
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社会教育

住民が社会生活の中でもっている課題

を、自主的、相互的な教育活動によって

解決し、発展きせていくことを目的とし

て、子供会の育成、 青 年講座、市民教養

大学、婦人団体の育成、婦人学級、文化

祭、視聴覚教育、文化財保護、新生活運

動、スポーツ教室 、体育大会及ぴ各種レ

クリエーション大会等、文化活動、体育

活動を積極的に推進している。

社会教育活動の場として、文化関係で

は中央公民館を中心として、新井、平山

の両大地区センターを始め、各地に小地

区センターを整備している 。 また、体育

関係においては市民プール、総合グラン

ド等の腕設が完備され、鋭意市民の利用

に快ーしている の

文化団体数

種 実質 連合体数 単位同体数

文化団体 6 10 

婦人団体 1 7 

青年団体 15 

少年団体 1 35 

P T A 1 11 

~ ; 
婦人学級

子供会リーダー研修会 市民文化祭



恒尽の体育活動)

体育連盟の種類

軟式野球 G@...... 一一一つ

陸 上 E3  ママさん""レー
車 球

-正b4QG事
軟式庭球

山 岳 /ペミ
排 球 ③ ωtJさと

7.1< 〉永

鳴診払y 
資l 道

自 転 車

硬式庭球

弓 道

クレー射撃

サッカー

市民スポーツの普及

バレーボール ②がゆ〈

バトミントン 沼地《3

ベビーテニス
。ρ

市民ソフトボール大会 市民陸上競技大会

18 
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(社会教育施設と利用状況】

40 

41 

42 

ラ句
n人

8 

3 

2 

1 

市民プール利用状況の推移

15，405人

~山会化ノ
40，803人

山^"^-^-^ゐ~
141，273人

1 

1 2 3 4 5 

中央公民館の利用状況

( )は使則件数

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 

43年

市民プール

中央公民館 新井大地区センター



『画匝

多摩川総合グランド

林間施設「大成荘」の利用状況
2 

1 

度年

A

U

/

 

千
人 41 42 40 

多摩平中央公園テニスコート

八ヶ岳林間施設「大成荘」

20 



図書館

，.句
‘ 

市立図書館は、昭和40年 7丹市民の教
養と文化の向上をはかるために開設し、

現在、 3つの分館、(うち児童図書館1)

2台の移動図書館車(ひまわり号)によ
・って図書の貸出業務を行なっている。

当市図書館の特色は・...

1.市民に平等に図書を貸出し、自宅、通

勤途上で読書し得るよう努力し、単な

る席借りのための閲覧室は設置せず、

図書の貸出しを重視している 。

2.市内の何処に住む市民でも、気軽に図
書館を利用できるよう配慮し、一つの

建物としての図書館ではなく、 「移動

図書館と分館による貸出組織」として

の図書館により市内全域へのサービス

を図っている。

3.市民の求める図書は、何でも貸出すの
が公共図書館の使命である。このため

読みたい図書のリクエストを受付け、

でき得る限り提供するようリクエスト

サービスを実施している。

hm ，
 

21 
P 

司 ‘メd畠. . )~令 i.， '. ..，." 

福祉センター図書館

移動図書館「ひまわり号」

‘b 宮 -. 
ー.

分類別図書数
(昭和43年8月31日現在)

館別図書貸出状況の推移

回 移動図書館 381，290冊

目 多摩平児童図書館

ロ 福祉センター図書館

. 高幡図書館

30万
冊

20万
冊

10万
冊

0 
冊 40年度 41年度 42年度



都市
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都市計画

本市の都市計画は当初立川都市計画区

域に属していたが、昭和33年 2月八王子

都市計画区域に属する七生村の合併によ

り、昭和34年 5月27日付で首都圏整備法

にもとづく市街地開発区域に指定され、

新たに独自の都市計画区域を定める必要

を生じ、昭和36年 8月29日日野都市計画

区域が誕生した。

日野市は新たに都市計画法の適用をう

け首都圏整備計画に適合するよう都市計

画全般にわたり街路、用途地域、空地地

区、防火地域、土地区画諮理事業、公園

緑地等の計画を樹立した 。

用途地域については、日野、豊田、高

幡不動駅附近を商業地域に指定し、既設

工場を中心に平山台、日野台、万願寺附

近を工業、準工業地域に指定した。 そ

の他、大部分の地域を住居地域に指定し、

空地割合を 1種から 8種までとした。

み 『
.、~

V~ 
チγ4

住居専用地区

2 

凡例

Eコ行政|刈
1. :，， 1 jof";"JI!!J也l' 2. :，'， 2 jof，，;cJ也j也l'
3 :1¥3 t{，';cJ世j血l' 4. :;;4 jof";':J山J出1<

B 抗8十'f，'fJ血J世l'
仁了 目lidUlï1ili公 J~il)土びi土地

ilf'.Ji}j火地域

I(~j ~:;地域-仰， Iî ， jl' I ， I~ iJi附

工業地域政びにi¥f三工業地域

1(1，';'5也J点

。
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進む下水道管の埋設

区画整理審議会

市道の改修工事

24 



道路

主な道路としては、国道20号線(甲州

街道)が日野橋より市街地を通り台地の

工業地帯を経て八王子市に至り、都道137

号線() 11崎街道)は、国道より分岐し市

庁舎前を経て多摩町に至るが、これら二

街道を骨格として道路網が発達してきた 。

都道はこのほか 6路線があり、国道、

者1)道に連絡し、宇甫助する路線として、日

野地区に749路線、七生地区に579路線、

豊田地区に 294路線、補助道路19路線の

市道がある。

25 

市内を縦断する中央高速自動車道

川崎街道 甲州街道日野橋



( 架橋の状況 】
橋りょう状況(昭和43年 4月1日現在)

368.9 1 3，873.56 川 368.913，873.561- 1 -

483.9 13，166.401 34' 483.913，166.40 1- 1ー

32.4 I 60.12 

400寸 |
道路の延長(毎年4月1日現在)

300 

200 

100 

o 
km/年 40 41 42 43 

口 市道

図 都道

. 国道
、酔ヘ、、、

26 
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下水道

本市の下水道は、昭和33年多摩平団地

の区域を排水処理区域とする約 130haを

公共下水道事業として認可を受け布設さ

れたのが始めてである。

下水道は、近代都市における健1来的、

文化的な基本施設であるので多摩平団地

の公共下水道事業に引き続き、昭和38年

9月には、平山台土地区画整理事業の区

域を排水区域とする約 115haの下水道事

業に着手、 43年度完成を予定している。

そのほか、神明上土地区画整理事業の

区域約 136haと吹上団地土地区画笠理事

業の区域約28haも事業認可となっている口

4hah 
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市民
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保健衛生

私たちが快適な生活を送るためには他

康が第一、そこで市では予防術生に力を

入れ、病原イ本を保有または遥搬する動物

や昆虫撲滅のため自治会単位に薬剤を|配

布し、煙霧消毒の指導も行ない一 斉，1，1]1ベ除

により効果をあげ、ている 口

一 方各相予防接析は全制市uJlf，により

定期室に実施し成栄をあげている 口

さらに、結核子防、成人病子|功、町一子

衛生にも力を入れ、特に千有I}J付E

f康棄相言談炎室には保f健佳婦 3字名Iを門配ι世、 市民の
健康管理相談をはじめ、乳幼児の似仙術

生指導を行なっている 。

市民健康相談状況

38 

39 

40 

41 

42 

年次/0
万人

2 

仁ユ :fL幼児

~ 任ぷ ú"il

口 成人.1を '1:
Eヨt:，'i 怯

27，152人

3 

30 

150 

100 

50 

。

法定伝染病発生状況
(各年とも 1)J-12月)

5~ 亦 Iflj
，， ~l'. *:1 熱
E皿 腸チフス
CJII判断
Eコ:';":1'1，1火(1
匡ヨ ジフテ リア

II(~ 干 11 37年 38年 39年 40年 41年 42if

乳幼児の保育相談

煙霧消毒による一斉駆除



住宅

人口の都市集中化の傾向に対応、した都

市近郊としての当市は、山林丘陵地の住

宅地としての造成、並びに一般住宅の増

大、民間企業としてのアノぞー卜、貸家等

の増加と本11まって、市、都、公社、公団

等関係機関の和極的な住宅政策により住

宅建築は急速に進み 今後も明大の一途

をたどると思われる 口

市営・都営・公社・公団住宅数
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(毎年4月1日現在)
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13，651人

20 

市立総合病院
80 

昭和36年 11月、 5科・(内科、外科、産婦人科、眼

耳鼻科) 20床をもって開業発足した。 開業後

は、川頁次一般市民の信望を得て、患者数は年々増加

し、病床は常に満床となり、その増床と、きらには

小児科、皮膚科、整形外科など、診療科目の増設が

強く要望された。

そこで昭和39年に 2ヶ年計画で増築工事を行ない、

昭和40年 5月には病床も 100床となり、診療科目も 3

科を新設 し、内容設備を充実した。

手斗、

0
%適
用
率

20 

年度
/ =， 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 /千人 。
国民年金適用状況 / 強制加入者 l

適用率(;JÞ~~~~~~:-~ ~) __)m: ¥l皇制推定問
7-1仁コ 強制推定加入者
皿皿!強制加入者
任意加入者

-圃入院患者数

仁コ 外米忠有数

42年

11，457人

37年 38年 39:ド 40年 41年

市立総合病院の利用状況

国民健康保険(加入状況)

7，357人

8，384人

10 

国民健康保険

本市の国民健康保険事業は、旧七生村

との合併以前より実施きれていた事業を

継承し、昭和33年 2月 1日新機構のもと

に再発足、川頁調な歩みを続け40年 1月か

らは全加入者 7割給付が実現し、内容は

一段と向上した 。

また保健施策の一環と して行なってい

る健康相談及び保育相談等保健婦活動の

促進によって市民の保健福祉の向上と疾

病の予防、あるいは疾病の重症化を防ぎ、

広く市民の健康管理につとめている。

~ 
/ 

9. 

43年42年41年40年39年38年

国民年金

拠出制年金が昭和36年 4月から全面的

に発足し、国民皆年金の体制が確立され

アニ 。

その後、福祉年金額の引き上げ、

度の緩和等がはかられ、現給付の種類は、

老令、通算老令、障害、母子、準母子、 I ~ア

遺児、か婦の各年金と死亡一時金の 8種

業頁におよんでいる。

支給制

31 



環境衛生

ゴミ、し尿の処理をはじめ環境衛生の

問題は、快適な日常生活を送るために欠

くことのできない重要なものです。

当市では昭和38年他市に先がけ「美 化

都市宣言 」を行ない、市民の間で組織さ

れた美化協力員 と民間団体の密接な協力

体制のもとに、明るい住みよい町づくり

をナ佐i差している 口
ゴミ、し尿の処理は 28年と 31年から

開始、 34年には多摩川と浅)11が合流する

新井地区に市独自の近代的な終末処理施

設の竣工 を見た 口

その後の人口、産業の都市集中により

ゴミの質量 ともに変り、処理方法並びに

処理能力についても改善 を加え、現在は似

合収集により無料で実 施している 。

現処理能力は、

(ゴミ 30t/日
し17R 141んt/日

(各年とも 3月31B J)1石寸
区 市管理

1，109 1，552 亡 自治会管理

一

1，804 

よミ』

1.240 2，091 

1，304 2，330 

一一一一一ー......____

1，390 2，697 

2 

ゴミ・し尿処理状況
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社会福祉

市民が碧かな生活ができるような社会、

これが社会福祉行政の目標である 。その

ため生活保護法をはじめ、いわゆる福キI I~

六法を根市宇とし「ゆりかごから墓場まで」

と幅広い福祉施策がとられている 口

市の福祉事務所では、生前に|掛ってい

る人や老人、精神薄弱な人たちのため医

療や教育などの扶助を適切に行なうと共

に、児童福祉面でも保育行政の充実、児

童遊園の拡充を図っている。

また施設面では、市民福祉の増進、特

に老人の教養向上、レクリエーションの

場として福祉センタ ー中央会館をはじめ、

高 rfl香会館、さらに大小地区センターが設

置されている。

保育園 4ヶ所、学童保育所 2ヶ所、公益質

屋 1ヶ所、児童遊園29ヶ所。

日野市社会福祉
協議会(自社協)

社会福十11て協議会は地域社会において、

住民が主体となり社会福祉、保健衛生、

その他生活の改善 向上のため、みんなで

協力し地域の実的に}，ι じ住民の制キII~ を 増

進することを目的とする自主的な組織で

す 口

本市の社協は、昭和37年 6月住民主体

の社会制十11て同体として設置され、着々そ

の成米をあげ、、 42年 4月社会福祉法人の

認可を得、名実ともに幅広し、福ネ11て活動を

千子なっている の

33 

措置児の推移 (各年4月1日現在)

3 196人 178人I274人 . 市立保育園
¥、 ~ー~、、

口 私立保育園242人 I 92人 1334人
¥ 

15iAl4似273人
、- ーーー『ーーー-

397人 221人 1ω人
王ζ記 一ー一ー 750 

463人 287人

4 

4 

4 

4 

年

老人クラブと会員の推移(毎年12月31日現在)

且_./
仁三ユ会員(人)・・Eクラブ数

1，500 

会
員

人 41年

敬老大会

世帯更生資金運用状況(日社協毎年 3月31日現在)

十万円 30

25-1 長高是 正ニコ住宅

~災害
oooZZ就学
~V~ヨ 療養

町田 身障

・・ 更生

人

生業扶助費

葬祭扶助費
出産扶助費

一一教育扶助責
保護施設費

住宅扶助費

生活扶助費

。
15 

生活保護費の推移(年度別)

10 

医療扶助費
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市民
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上水道

本市の水道は、水似を良質の地下水に

求め、昭和35年6月給水を開始した円人

口の急増に比例し水の消費量も年々ふえ

当初計画の給水人口10，000人を19，500人

に変更、ついで、昭和38年、第二期拡張

事業により、計画給水人口64，000人、 1

日最大給水量23，460立方米にした。

しかしながら、昭和41年に至り南部丘陵

地帝の日本住宅公団による開発並び、に大

小幾多の宅地造成が急速に進むにつれ、

急きょ第二~0HJ1:必計画を変更し、昭和46

年を目途に、計画給水人口 101， 800人、

1日最大給水量38，684立方米の完成を急

いでいる。

給水状況の推移
官

42 

世 帯 14，888 17，605 19，848' 24，425 

人 口…山I70，404 

|世帯 1

50.8% I 54.9% I 58.6% 

m' m' m' 

，810 9，367 10，567 
m' m' m' 

10，133 11，948 15，382 
t f t 

219 224 236 

多摩平の浄水場(第 3) 

水道管布設工事



交 i通

本市のパス路 線 は、市内 を区域とする

もの10系 統 、日 野市 を起点 とするもの10

系統、市の一部 を通過す るもの 3系統、

全部で23系統 となっている 。

市の区域内ノくス路線の起点は、国鉄日野

駅、豊田駅およ び京王線高幡駅となって

いる 。

一 方、本市を通過する鉄道は、国鉄中

央本線、私鉄京王線があり、国鉄は日野

豊田の二駅、京王線は百草、高幡不動、

南平、平山城祉 の 4駅を配している 。

このほか高幡不動より 、 多摩動物公園前

を終着駅とす る 多摩動物公園線がある 。

171 L 2，303 
520 

762 

1. 045 

845 

1，997 I 

627 I 

766 I 

1，276 I 

j;:;:;:;~、
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垂B イ更

日野郵便局は、昭和 37年 11 

月、それまでの特定郵便局から普

通郵便局に昇格し、同時に電話業

務が日本電信電話公社に移管、さ

らに昭和 39年 3月 、窓口の受付

のみを残して電報業務も移管され

郵便業務の一本化がなされた。

坑在局員 97名、集配地域は日

野全域、取集区 2区、通常配達区 2

0区、速達配達区 5区、小包配達

区 2区であり、 一 日平均約 2万通

の郵便物を集配している。

このほか特定郵便局が6局あり

市内の郵便ポストは、 53個所設

けられている。

一日郵便物配達数(昭和42年12月1日)

37 

一日郵便物引受配達数(昭和42年12月1日)

一日電報取扱件数 (昭和J43年 9月1B) 

配達区域

日野市域
(百草落川の ー部除<) 1 10 

電報・電話

日野電報電話局は、昭和37年に開局さ

れ、当時の電話加入数は 2，053回線であ

ったが、現在は 9，987回線 (43年 3月31

日現在)と当初の約5倍に達し、現在の

普及状況は約 2.5 帯に 1台の割合であ

るp

また、電報の配達区域は市の一部(百

草、落J11 )を除いた区域と八王子市の一

部であり、その取扱い数は、 一日平均、

発信数6通、受信数約80通である。

42年度

41年度

40年度

39年度

電話加入台数の

推移

ムロ
rAU 

度年
5，000 10，000 

日野郵便局

日野電報電話局



警 察

警視庁日野警察署は本市のほか稲城町、

多摩町を管下に、派出所 9、駐在所-16ヶ

所を有し、地域の治安維持のため、犯罪

捜査に画期的な進歩をたどり、事件の早

期解決は勿論であるが、これを未然に防

止すべく努めている 。

交通事故

被害件数

350 

交通事故年次別被害件数

- 死者
~ 重傷者

Eコ 軽傷者

日野警察署

甲州街道仲町歩道橋

............. 
園児の交通安全訓練
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消防・防災

本市には、東京消防庁日野消防署と、

その多摩平出張所があり、署員81名をも

って、火災や水害などから住民の生命、

財産を守るとともに 、家庭、工場等の予

防査察を行なうなど災害防止に努めてい

る。

一方、市内全域に組織きれている消防

団は、 8分団25部、 540名の団員 により

編成され、初期消火の大役をはたきれる

と共に、水防団も兼ね常設消防署 との連

携を密にし、初期消火並ぴに災害防止に

努めている 。

日野消防署多摩平出張所 恒例の出初式

月別火災発生件数 (昭和42年)

12月

3 

6 

出火原因別件数 (昭和42年)

単位 :件

25 

20 

15 

10 

5 
‘ '、.弥場
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消防署員と消防団合同の防災訓練

孝文 色仙 病 院

多摩平6-1 (電 81-2677)

日野25 3 7 (電 82-0061) 

(電 82-0563) 

救急車出動状況

民可火災 父通 労災 運動 自殺
犯罪 急病

その
競技 負傷 行為 他

38 181 22 65 15 160 465 

39 229 26 10 57 11 220 571 

40 4 219 24 77 17 296 19 666 

41 230 27 98 31 17 365 28 808 

42 6 204 34 12 85 16 13 417 45 832 
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出生

，.‘ 転出

巴・ ，0 

-ー・

医師

41 > 

死t

「，-，
|日に

5.6人

水道

l日に

0.8人

結婚

火災

~ :世帯
21人 O.7m 3 

γ教員 小学生28人γ市税
に|人・中学

生24人に

;AM |人 11 ~I 

内!りLR三( )l1¥ 

|日に

2.3来E

離婚

電話

(掲載数字は昭和42年度調査による)

|日に

0.2来E

転入

交通事故

|日に

29人

0.1件に|台 OV 0.9件|日 lこ j~ 2.5世帯 |同ん l 日 lこ

γ市予算
11 商底

市民 l人
あたり II I~つ 3吋14，090円

。



産業と
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農 業 専・兼別農家数と農家人口の推移 図 専業農家 四 j除農家で農業主

(毎年2月1日現花)圃・ 兼業農家 仁コ !長業農家で兼業主

本市の農業は、市街化の急速な進展に 1.200~ 附 6.28 

伴い、農業生産基盤てでで、や、ある農地は年々j減成 1，川0∞側0∞ 0 

少し、農家労働力も他産業への流出によ

り変りつつある現状からして、都市近郊 400~It\~.~: 
の武地条件を生かして、経済性が高く収 11:匿塗
益性の多い、そ菜園芸が中心に行なわれ 77L l昭和 年
ている。

多摩川沿岸には梨を主体とした果関栽

培が行なわれ、市内の観光地への観光客 80

と合わせ「梨のもぎとり」が盛んになっ

ている 。

39 

市では、品J-室団地の形成等を推進し、適

地適産の生産を強力に抑し進め、経済的

に自立できる農家の育成と農業施設の集

団化を計りつつ、近代的農業の振興に努

めている 。

耕地形態別面積および

一農家当りの経営耕地面積の推移

町田農家人口 寸7，000

40 41 42 

~ III ~ 樹園地

じコ知11 eヨ1農家当 りの
経営耕地げ[j和

資料:東京都農業経営基本調命

6，000 

5，000 

4，000 

3，000 

2，000 

1，000 

0人
アール

80， 
000 

農産物共進会

花きの温室裁培



商業

本市の商業は、中央線と京王線が北と

南を貫通し 7駅を有するが路線が接続し

ないうえ、南北を結ぶ道路網が不十分な

ため、発展はそれぞれの小地域的規模に

とどまり、客足が集中する中心地帯がな

く、その上隣接の立川、八五千の経済圏

の谷間にある関係からして、近代経営に

立遅れた感がある口

しかし、昭和33年頃より多摩平団地の

開発に伴う人口増等による先進的商屈の

進出に刺激され、近代化が取り入れられ

る傾向にあり、市としても商業振興には

大いに力を入れ、経営の改善指導に努力

している。

また、商業発展のにない手である商庖

員の厚生腕設の改善を積極的に推進する

ため、昭和42年度より 資金の貸付制度 を

実摘し ている 口

‘ 

直量刑.揖所陸自抽事
種類別商庖数

~一一 (昭和41年)
従難者規模別事難所数並びに従業者数の推移

(毎年7月1日現在 )

+一年間販売高

その他の小売業

15.5% 

(107) 

564 
-圃閣官

食料品小売業

45.9% 

(316) 

667 

.tー

総数 689fi:iJJ曜休水曜震につ‘てIJ例入縫曾グ'1ルa住所全隊 《 家具・建具

仕器小売業
1.6%(52) 100% I 

『ーー「

食"・.同時民JUlIIJft・?

商庖数・従難者数及び年間販売高の推移
(毎年7月1日現:(f)

商庖数 一一一ー

o 200 400 600 800 1，ωo 

3，193 501底

1，502人
-昭和38年

仁コ昭和41年

昭和39年

7，618 一般卸売業 5.4% (37) 
689庖

自転車・荷車小売業 1.7% (12) 年ae 
nu 
エや・昭 2，312 

人 凡例

100 300 500 

事業所数ー一一ー

o 5001，0001，5002，0002，500 
従業者数ー→
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工業

昭和の初期までは農業を中心に繁栄し

ていたが、昭和10年頃を契機として、小

西六、日野自動半、富士電機、羽田ヒュ

ーム管、神鋼電機、オリエント時計と機

械工業の進出が相つぎ、工業都市として

の様相を呈してきた。

さらに昭和30年内には、工場誘致の奨

励、並びに平山台区画必理による工場団

地の造成等により、帝人、東芝電気、千

代田 自動車、雪印乳業等の建設をみ、昭

和41年の工業統計調査による と、市内工

業の従業員は 15，897人で、年間総生産額

806億8千 5百万円にお よんでいる 口

45 

1 .日野自動車工業(株)日野工場

2. 小西六写真工業(株)日野工場

3. 富士電機製造(株)東京工場

4. 東京芝浦電気(株)日野工場
5. 神鋼電機(株)東京工場

6. オリエント時計(株)日野工場

7. 雪印乳業(株)日野工場
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高幡不動の「鳴り竜」
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、
高幡不動尊

、

平山城祉公園 都立多摩動物公園 多摩川
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区 分 名 称、 指定 所在地 所有者

市内文化財一覧 日;J~ 主IJ 阿弥陀如来像 日野市 日野 3549 四谷自治会

典 籍 大政官制札 11 落川 64 0 中村直男

考古資料 七ツ塚古墳 11 日野

史 跡 百 草 園 11 百草 56 0 京王電鉄
区 分 名 称 指定 所在地 所有者 11 竹間加賀入道の墓 H 日野4365 佐々木徹

園、重要文化財 金剛寺不動堂 文部省 高幡69 5 金剛寺 11 
甲州街道万願寺ー
皇塚

11 下回 49 岩沢哲夫
11 金問IJ寺仁王門 11 11 11 11 H 東光寺大橋の碑 H 日野5064 東光寺自治会
H 銅造阿弥陀知来像 H 百草 86 7 百草八幡神社 11 大人の昌纂寺関山讃誉上 " 11 3 1 9 8 大昌 寺

都重文(建造) 金剛寺五部権現社殿 東京都 高幡695 金 剛寺 H 玉川居祐翁の墓碑 11 11 3 1 99 H 

11 (彫刻J) 木造阿弥陀如来像 11 下回 31 安養寺 H 理豊の田堀碑之内耕地整 11 豊田 20 1先 教育委員会

(史 跡) 平山季重の墓 H 平山 3061 η{ τ 印 寺 11 平山季重遺跡の碑 11 平山 55 9 H 

都重文(典籍) 説法色葉集 H 日野31 9 8 大 昌寺 11 平林山丈陸太稲郎発墓見者碑 11 11 3 0 6 1 可竺士=之? 印寺

建造物 薬 師 堂 日野市 11 4 8 4 3 成就院 H 殉節両雄の碑 11 高幡73 3 金 剛 寺
11 坂下地蔵堂 11 11 5 7 0 7 横町自治会

11 八坂神社本殿 H 11 2 5 4 1 八坂 神社

11 延命寺文明の板碑 11 川辺堀之内5 延命寺
5 2 

11 文永青石搭婆 H 南平 平 清春

11 安養寺本堂 H 下回 31 安養寺 11 天平松連寺跡 11 百草 56 0 京王電鉄

函 浬 集 図 11 日野33 2 3 { 玉 泉寺 11 旧東光寺跡 11 日野484 3 成就院

周5 主IJ 薬師如来像 11 11 4 8 9 7 成就院 11 落川村制札場遺跡 H 落川 64 0 中村直男

11 平山季重木像 11 平山 306 1 η宅全τ・ 印寺 天然記念物 百草八幡稚樫の林叢 " 百草 86 7 青木広吉
H 平山薬師如来木像 11 11 H 11 11 八坂神社林叢 11 日野25 4 1 八坂 神社

H 日 奉 地蔵 11 11 11 11 工 三z巴xEt 刀 剣 " 新井60 土方 康

H 百 草観音 11 百草84 9 百草自治会 古文書 北条氏印判状 11 日野27 6 1 佐 藤 ョ日包

11 毘 沙 門天立像 11 下回 31 安養寺 11 三沢 衆文書 11 高幡690 土方義春

r 

r; 

， 

.' 
なj
_ ，‘ ... .， 

高幡不動仁王門金剛力士像
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石

市内官公署等一覧

名称

野市役所

七生支所

多摩平支所

日野台出張所

豊田出張所

平山出張所

警視庁日野警察署

東京消防庁日野消防署

日野消防署多摩平出張所

都立多摩動物公園
日野駅

豊田駅

日野郵便局

七生郵便局

多摩平郵便局

豊田駅前郵便局

日野台郵便局

高幡郵便局

日野北郵便局

農林省蚕糸試験場日野桑園

農林省蚕糸試験場日野第二桑園

日

ち

農林省淡水区水産研究所

農林省蚕糸試験場

都立日野高校

日野農協

七生農協
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